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FIT2014（第13回情報科学フォーラム）開催のご報告

　　HCG企画幹事
　　川原靖弘（放送大）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
FIT2014（第13回情報科学技術フォーラム）が，平成26年 9月 3日（水）から
5日（金）まで，筑波大学筑波キャンパスにおいて開催されました．

FIT（Forum on Information Technology）は，電子情報通信学会情報・システ
ムソサイエティ（ISS）及びヒューマンコミュニケーショングループ（HCG)と
情報処理学会（IPSJ）との合同で開催されるフォーラムで，従来の大会の形式
にとらわれずに新しい発表形式を導入し，タイムリーな情報発信，活気ある議
論・討論，多彩な企画，他分野研究者との交流などの実現を目標としています．

今年で13回目となるFIT2014は，講演論文集掲載数501件，イベント企画数17件
となり，多くの発表者，参力者が集う会となりました．各セッション及びイベ
ント会場では，活発な議論がなされていました．

FIT学術賞表彰式においては，FIT2013ヤングリサーチャー賞10編，FIT2014論
文賞2編，FIT2014船井ベストペーパ賞3編，FIT2014船井業績賞の表彰が行われ，
引き続き，FIT2014船井業績賞を受賞されたマイクロソフトリサーチアジア首
席研究員の辻井潤一氏により「日本を離れて研究をするために」というタイト
ルの受賞記念講演があり，辻井氏の体験を踏まえた貴重なお話を伺うことがで
きました．

また，昨年度からの新たな試みとして，一般発表のセッション毎に座長の裁量
で優秀な発表を1件その場で選び贈呈するFIT奨励賞が設けられ，今回は，一般
セッション全85セッションから，70名の方が受賞されました．

会期中のイベント企画は，「映像符号化・配信技術の最新標準化動向」，「DT
N最前線～時空間を超えてデバイスを紡ぐ新しい情報基盤へ～」，「新しい個
人情報保護の枠組みとパーソナルデータの匿名化措置はどうなるか？」，「自
然計算研究の最前線とその将来」，「時空間を制限したプライバシー情報保護

活用のための社会基盤の構築に向けて」，「CPS（サイバーフィジカルシステ
ム）最前線」，「第2回高性能コンピュータシステム設計コンテスト」などが
開催され，最新の技術動向やそれに関連するトレンディな話題が提供されまし
た．
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HCGシンポジウム2014開催のご案内

　HCG企画幹事
　今井順一（千葉工大）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
毎年12月の恒例となりました，電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショ
ン グループ（HCG）が主催するHCGシンポジウム2014の開催のご案内です．

　　　会場：　　　　海峡メッセ下関（http://www.kaikyomesse.jp/）
　　　会期：　　　　2014年12月17日（水）～19日（金）
　　　事前参加締切：2014年11月30日（日）
　　　副題：　　　　ヒト・モノ・トコロを紡ぐ豊かな情報を発信するICT

最新情報につきましては下記をご覧ください．
　　　http://2014.hcg-symposium.org/

今年度は，昨年度を上回る118件（口頭発表102件，インタラクティブ発表のみ
16件）の発表申込がありました．
昨年に引き続き，今年も全ての口頭発表者に対してインタラクティブ発表枠を
付与することにしており，時間を気にすることなく活発な議論を行うことがで
きます．
また，学生の皆様のご発表や萌芽的研究のご発表が多く見られることも本シン
ポジウムの特徴です．
これからの時代の新しい流れを生み出す場となるよう，運営委員一同準備を進
めております．ぜひご参加ください．

本シンポジウムでは，一般セッションに加え，オーガナイズドセッション（OS）
4件，招待講演1件を予定しております．
いずれも活発な議論が交わされることを期待しております．

　　　OS1 ：　　「コミック工学」
　　　　　　　　12月18日（木）11:00～16:25

　　　OS2 ：　　「ヒューマンセンタードデザインの理論と実践」
　　　　　　　　12月18日（木）9:10～10:50

　　　OS3 ：　　「雰囲気工学」
　　　　　　　　12月18日（木）9:10～16:25

　　　OS4 ：　　「G空間コンピューティング：センシングからコミュニケー
　　　　　　　　　ションまで」
　　　　　　　　12月17日（水）10:15～14:50
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　　　招待講演：「防災情報は役に立つのか？」
　　　　　　　　森　　朗　氏（株式会社ウェザーマップ；気象予報士）
　　　　　　　　12月17日（水）15:00～16:00

シンポジウムでの活発な研究議論とともに，JR下関駅前「シーモールパレス」
にて開催される懇親会・表彰式にもぜひご参加ください．

HCGシンポジウムが新しいことを生み出す場となりますことを願っております．
様々な分野から多くの方にお集まりいただきご発表・ご議論いただくとともに，
シンポジウムを存分に楽しんでいただきたいと考えております．
皆様，奮ってご参加ください．
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2015年総合大会投稿のご案内

　　HCG企画幹事
　　川原靖弘（放送大）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
電子情報通信学会では，例年春と秋に大会を開催しており，春にはヒューマン
コミュニケーショングループ（HCG）を含む4ソサイエティ1グループが一堂に
会して総合大会を開催いたします．2015年の総合大会は立命館大学（草津市）
において開催されますのでご案内申し上げます．

　　　会　期：2015年 3月10日（火）～13日（金）
　　　会　場：立命館大学（草津市）
　　　懇親会： 3月11日夜 キャンパス内学食で行う予定

　　　講演申込開始：11月 7日
　　　講演申込締切： 1月 6日
　　　聴講申込開始： 1月 7日
　　　聴講申込締切： 2月 9日

最新の情報は下記のURLをご参照ください．
　　　http://www.toyoag.co.jp/ieice/G_top/g_top.html

総合大会並びにソサイエティ大会では，優秀な論文を発表した方の中から学術
奨励賞を選定しております．学術奨励賞は電子工学および情報通信に関する学
問技術の奨励のために有為と認められる新進の科学者または技術者に贈呈する
ものです．平成25年度学術奨励賞授賞式は2014年総合大会で行われました．

また，例年総合大会では多数の企画セッションが開催されます．2014年総合大
会においても65件の企画セッションが提案され，開催に向けて準備が進められ
ています．HCG関係では，下記2件の企画セッションが予定されております．

　　　・脳科学を基盤とする情報通信新技術の創成に向けて（ICB：情報の認
　　　　知と行動研究会）
　　　　　　オーガナイザ：柏岡秀紀（情報通信研究機構）

　　　・教育改革と人材育成

　　　　　　オーガナイザ：小粥締夫（日本経済大学）

皆様のご講演申込み，ご参加を心よりお待ち申し上げます．
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研究会活動紹介（MVE）

　　MVE専門委員長
　　小林　稔（明治大）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
MVE研究会は，メディア技術およびバーチャルリアリティ技術を基盤として，
人間とコンピュータもしくはコンピュータを介した人間同士のコミュニケーショ
ンのための技術を扱う研究会です．実空間，情報空間，および両者が組み合わ
さった空間において，情報技術により人間のコミュニケーションを支援し拡張
するための技術について発表し議論します．

ヒューマンコミュニケーショングループにおいて，新しいアイディアとそのシ
ステム実装に関する議論の場を提供することはMVE研究会の重要な役割です．
そのためには，デバイスや人間の感覚についての基礎研究から，システム開発
と評価，アプリケーションまで，幅広い領域の理論や技術を持った人の集まり
を形成することが重要です．このようなコミュニティの継続的な発展を促すた
めに，MVE研究会が取り組んできた活動について紹介します．

■ MVE賞（http://www.ieice.org/~mve/award.html）
　 発表の中から内容・発表が優秀なものを，当日聴講した委員が評価し合議
　 で選出し表彰しています．2007年 6月に開始した本制度による授賞件数は
　 2014年 6月までで40件となり，制度として定着したと考えています．今後
　 も，しっかりとした評価とフィードバックを通じて，発表者の励みとなる
　 制度を継続していく所存です．

■ メンタ制度（http://www.ieice.org/~mve/mentor.html）
　 若手研究者の成長を研究会として支援する制度です．研究会に投稿された
　 論文に関して，発表の場でのコメントだけでなく，文章の形でもコメント
　 やアドバイスを返すことで，研究や論文をより良くしたり，着想や研究の
　 進め方，その他優れていると思われる点をさらに伸ばしたりすることが目
　 的です．依頼があれば，その後の研究や学術論文への進め方の相談相手と
　 なる場合もあります．メンタ担当者には負担の大きい制度ですが，幹事団
　 を始め専門委員が協力して継続しています．

■ 萌芽セッション（http://www.ieice.org/~mve/short.html#sprout）
　 ショート発表の枠組みにより，研究の初期段階や萌芽的なアイデア段階の
　研究にも議論の機会を提供する制度です．最初の敷居を低くすることで，

　 さまざまな研究の可能性を研究会で共有します．発表の時間は短く設定し
　 ますが議論の時間はしっかりととります．聴衆も「萌芽」を意識して議論
　 することを通じて，研究の芽をどのように発展させるかを共に考える場を
　 提供しています．ポスタ形式など限られた時間枠で議論を深めるための工
　 夫にも取り組んでいます．

これら取組みを通じ，研究の萌芽段階から完成段階まで各段階に必要な支援
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を行うことで，研究を成熟させて行く場として機能していると考えています．

■ 合同研究会
　 さまざまな分野の人や知識を結びつけるために，関連分野のコミュニティ
　 を集めた合同研究会の開催にも積極的に取組んでいます．エンタテインメ
　 ント，バーチャルリアリティ，画像処理・認識，コミュニケーション品質
　 や食メディア等の研究会と，毎回さまざまなテーマで発表を募集し研究議
　 論を行っています．それぞれ特徴がありますが，例えば毎年 9～10月に開
　 催するVR学会SIG-CS，SIG-MR，HI学会SIG-VRとの合同研究会は，2005年の
　 函館開催以来，北海道各地で開催し2014年に10回目を迎え，毎年熱心な議
　 論が行われる秋の恒例イベントとなっています． MVE研究会では，多くの
　 関連研究者にMVE研究会の活動を認知してもらうべく，MVE賞の授賞式を合
　 同研究会の場で行っています．

以上のような活動を通じ，コミュニティが集めた知識や経験を次の世代へと引
き継いで行く縦方向の取組みと，さまざまな領域の人が集まる場を提供する横
方向の取組みの 2つ方向でつながりを拡げることにより，コミュニティの継続
的な発展に取り組んでいます． MVE研究専門委員会では，研究会の名称を活動
の目的が伝わりやすい表現にあらためること等を含め，この取組みをさらに発
展させるための施策を多様な方向から議論しています．専門委員や関係者の創
意工夫により活動を発展させていきたいと考えています．
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研究会活動報告（ICB）

　　　ICB専門委員長
　　　柏岡秀紀（情報通信機構）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
情報の認知と行動研究会（ICB）は，旧先端医科学技術時限研究専門委員会
（AMS）及び旧人間とICT倫理研究専門委員会（EHI）を統合し，新たに設立さ
れた研究会です．AMSとEHIは，これまでほぼ同期した活動を行ってきており，
その興味は，医療だけでなく，健康・生活分野の占める割合が広くなり，昨年
3月に放送大学文教学習センターにおいて，「健康・生活情報科学分野におけ
る，ICT技術の活用」をテーマとして研究会を共催し，その活動を終了しまし
た．ICBは，近年，著しく進捗した最新の脳機能および生体情報計測技術を利
用し，情報の認知から行動に至る機構を脳科学に基づき科学的に解明すること
を目的としています．また，その上で，得られた成果を医療福祉領域に活用す
るのみにとどまらず，日常生活の中で提示される様々な情報から適切な行動を
とるための仕組みを考察し，適切で効果的な情報提示のあり方，しくみを考え
ていきます．

　　　ホームページ：https://sites.google.com/site/icb2014a/home/

できたばかりのICBですが，委員を中心とした発表，議論を進めています．第1
回の委員によるワークショップとしてストレスや難病に関わる研究事例につい
て9月に情報通信研究機構小金井本部にて開催しました．参加者は10名程度で，
議論を行いました．

また，10月には，近年めざましく進歩している脳機能及び生体情報計測技術を

利用し，情報の認知から行動に至る機構を脳科学に基づき科学的に解明するこ
とを目指している研究者・技術者が集い，主にポスタ発表を通じて，本研究分
野の研究課題について議論し，関係領域の研究者間の交流を深めることを目的
にワークショップをサントピア岡山総社にて開催しました．約100名が参加し，
交流を深めることができました．

今後，隔月で委員によるワークショップの開催を中心に，英文特集号の企画等
を通じて，情報の認知，意思決定，行動にいたる機構を脳科学に基づき科学的
に解明すると共に，日常生活において有効な生活環境を構築するための情報表
現等に関わる研究開発に関して，活発に議論を進め，広く活動を行っていきま
す．他の研究会との接点も多くあり，ICB単独の活動だけでなく，連携した研
究活動も活発に進めていきたいと思います．
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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ヒューマンコミュニケーショングループ研究会・関連行事について，
詳しくはHCG ホームページhttp://www.hcg-ieice.org/をご覧ください．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
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に，再度情報配信された場合は，ご容赦ください．
（ご連絡いただいた場合は本会，登録ソサイエティ，グループ，支部，からの
全ての情報配信が止まりますので，情報配信を再度希望される時も，その旨
henkou@ieice.orgまでご連絡下さい．）
ieice-ieice-ieice-ieice-ieice-ieice-ieice-ieice
（社）電子情報通信学会 サービス事業部
TEL:03-3433-6691 FAX:03-3433-6659


